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滴 翠 会 会 報
10 月号2018 第334号

社会福祉法人　滴 翠 会
月刊 平成３年１月創刊

　
滴
翠
会
秋
季
大
運
動
会

　

過
ご
し
や
す
い
季
節
に
な
り
全
国
各
地
で

運
動
会
が
開
催
さ
れ
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人
滴
翠
会
も
毎
年
10
月
に
、
養

護
老
人
ホ
ー
ム
滴
翠
苑
、
救
護
施
設
慈
翠
舘
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
明
翠
苑
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
華
翠
会
舘
が
慈
翠
舘
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
集
ま
り
、
合
同
の
運
動
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
10
月
４
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

秋
晴
の
中
と
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
涼

し
く
運
動
す
る
に
は
最
適
の
日
と
な
り
ま
し

た
。
総
勢
１
２
５
名
の
利
用
者
の
皆
様
が
参

加
し
て
玉
入
れ
や
く
す
だ
ま
割
り
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
利
用
者
の
皆
様
も
高
齢
化
が
進

み
、
運
動
量
の
多
い
競
技
は
難
し
く
な
っ
て

き
ま
し
た
が
、
誰
も
が
楽
し
く
安
全
に
競
技

に
参
加
出
来
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

競
技
の
結
果
に
一
喜
一
憂
す
る
姿
や
元
気
な

応
援
は
と
て
も
微
笑
ま
し
い
も
の
で
し
た
。

滴 翠 会 秋 季 大 運 動 会
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◦
養
護
老
人
ホ
ー
ム

滴て
き

翠す
い

苑え
ん

だ
よ
り

か
す
み
が
う
ら
市
横
堀
四
五
一
―
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九
―
五
九
―
三
六
三
一

　
石
岡
の
お
ま
つ
り
見
学

　

９
月
15
日
に
石
岡
市
内
で
開
催
さ
れ
た
関

東
三
大
祭
り
の
常
陸
國
總
社
宮
大
祭
（
石
岡

の
お
ま
つ
り
）
を
利
用
者
５
名
の
方
が
見
学

し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
日
は
、
雨
が
降
っ
て
い
て
見
学
の
中

止
も
検
討
し
ま
し
た
が
、
利
用
者
の
皆
様
の

願
い
が
通
じ
て
出
発
直
前
に
雨
が
止
み
見
学

に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

市
内
に
着
く
と
太
鼓
の
音
や
た
く
さ
ん
の

出
店
が
並
び
皆
様
の
表
情
も
楽
し
さ
に
満
ち

溢
れ
て
い
ま
し
た
。
花
火
の
合
図
と
と
も
に

巡
行
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。「
わ
っ
し
ょ
い

わ
っ
し
ょ
い
」
と
威
勢
の
い
い
お
神
輿
や
各

町
内
の
幌
獅
子
や
山
車
の
パ
レ
ー
ド
は
と
て

も
見
事
で
迫
力
も
あ
り
ま
し
た
。
皆
様
興
奮

し
て
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。
短
い
時
間
の
見

学
で
し
た
が
十
分
楽
し
め
た
様
子
で
し
た
。

帰
り
の
車
中
で
も
お
祭
り
の
感
想
を
語
り
、

来
年
が
待
ち
遠
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
味
覚
狩
り

　

９
月
４
日
、
今
年
も
利
用
者
の
皆
さ
ん
が

楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た
味
覚
狩
り
に
９
名
の

方
が
参
加
さ
れ
、
近
く
の
果
樹
園
へ
出
掛
け

ま
し
た
。

　

果
樹
園
で
は
、
梨
と
巨
峰
が
た
く
さ
ん
実

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
旬
の
梨
と
巨
峰
を

頂
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん「
甘
く
て
美
味
し
い
」

「
み
ず
み
ず
し
い
」
な
ど
と
笑
顔
で
話
さ
れ
、

た
く
さ
ん
食
べ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分

の
家
族
に
葡
萄
を
贈
る
方
も
い
ま
し
た
。
ご

家
族
に
秋
を
感
じ
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
で

す
。

　

苑
に
残
っ
た
方
も
３
時
の
お
や
つ
に
梨
と

巨
峰
を
食
べ
ま
し
た
。
秋
の
味
覚
を
堪
能
さ

れ
、
皆
さ
ん
と
て
も
満
足
そ
う
な
表
情
を
浮

か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
台
風
な
ど
天
候
が
乱
れ
て
い
ま
し

た
が
、
美
味
し
く
果
物
を
頂
け
て
良
か
っ
た

で
す
。
来
年
の
味
覚
狩
り
も
楽
し
み
で
す
。

味 覚 狩 り 　 食 事 風 景
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�
10
月
の
行
事

　

滴
翠
会
秋
季
大
運
動
会　
　
　

10
月
４
日

　

遠　
　

足　
　
　
　
　
　
　
　

10
月
23
日

　

お
誕
生
会　
　
　
　
　
　
　
　

10
月
30
日

　
滴
翠
会
秋
季
大
運
動
会

　

10
月
４
日
滴
翠
会
秋
季
大
運
動
会
が
慈
翠

舘
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
滴
翠
苑
か
ら
は

27
名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。
天
気
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
過
ご
し
や
す
い
気

候
で
行
う
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

個
人
競
技
の
「
魚
つ
り
競
争
」
や
お
手
玉

を
投
げ
そ
の
距
離
で
競
う
「
遠
く
に
飛
ば
そ

う
」
で
は
皆
さ
ん
一
位
を
目
指
し
て
一
生
懸

命
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

団
体
競
技
の
「
紅
白
玉
入
れ
」「
紅
白
く

す
玉
割
り
」
職
員
に
よ
る
「
大
玉
運
び
」
は
、

自
分
の
チ
ー
ム
の
勝
利
の
た
め
に
施
設
の
枠

を
超
え
一
致
団
結
し
競
技
に
挑
み
ま
し
た
。

「
赤
頑
張
れ
ー
」「
白
負
け
る
な
ー
」
と
会
場

中
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
特
に
く
す
玉
が

割
れ
た
時
は
大
き
な
歓
声
が
沸
き
ま
し
た
。

　

両
者
健
闘
の
結
果
紅
組
の
勝
利
で
し
た
。

皆
さ
ん
の
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
た
運
動
会

で
し
た
。

　
文
化
祭
作
品
作
り

　

11
月
８
日
に
は
、
い
よ
い
よ
待
ち
に
待
っ

た
文
化
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
に
向
け
て
利
用
者
の
皆
さ
ん
は
作
品

の
制
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ち
ぎ
り
絵
や
紙

粘
土
細
工
、
文
化
刺
繍
な
ど
各
々
自
分
が
得

意
な
も
の
、
作
っ
て
み
た
い
も
の
な
ど
多
種

多
様
に
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
利
用

者
の
高
齢
化
に
伴
う
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
低
下
に
よ
り

な
か
な
か
細
か
い
作
業
が
難
し
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
文
化
祭
当
日
は
頑
張
っ
た
成
果
を

是
非
ご
覧
に
な
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ご
家
族
の
皆
様
の
ご
来
苑
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

滴 翠 会 秋 季 大 運 動 会 　 パ ン 食 い 競 走
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◦
救
護
施
設

慈じ

翠す
い

舘か
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
ノ
木
一
一
四
六
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九
―
二
四
―
二
八
七
一

　
敬
老
祝
賀
会

　

９
月
13
日
に
敬
老
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
姉
妹
施
設
の
滴
翠
苑
と
明
翠
苑
の
方
々

に
も
出
席
を
頂
き
、
盛
大
に
執
り
行
う
事
が

出
来
ま
し
た
。

　

今
年
は
新
た
に
３
名
の
方
が
古
希
を
迎
え

ら
れ
70
歳
以
上
の
方
が
合
計
で
18
名
と
な
り

皆
さ
ん
元
気
に
祝
賀
会
に
参
加
す
る
事
が
出

来
ま
し
た
。

　

食
事
会
で
は
、
煮
物
や
焼
き
物
、
お
赤
飯

等
が
入
っ
た
彩
り
豊
か
な
松
花
堂
弁
当
が
用

意
さ
れ
、
お
祝
い
の
席
に
花
を
添
え
る
事
が

出
来
ま
し
た
。
普
段
よ
り
量
の
多
い
お
弁
当

を
皆
さ
ん
残
さ
ず
召
し
あ
が
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　

慈
翠
舘
で
は
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進
ん
で

お
り
ま
す
。
来
年
も
元
気
に
こ
の
日
を
迎
え

る
事
が
出
来
ま
す
様
に
、
健
康
に
留
意
し
な

が
ら
毎
日
を
過
ご
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
石
岡
祭
礼
見
学

　

９
月
15
日
に
石
岡
祭
礼
の
見
学
に
行
っ
て

来
ま
し
た
。
当
日
の
午
前
中
は
雨
が
降
っ
て

い
た
の
で
見
学
に
行
け
る
か
利
用
者
の
皆
さ

ん
も
不
安
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
お
昼
過

ぎ
に
は
天
候
も
回
復
し
、
無
事
に
行
っ
て
来

る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

見
学
す
る
所
ま
で
混
雑
し
た
道
を
歩
い
た

の
で
利
用
者
の
中
に
は
少
し
疲
れ
て
し
ま
っ

た
方
も
い
ま
し
た
が
、
神
輿
や
山
車
、
獅
子

舞
を
間
近
で
見
る
事
が
で
き
、
来
た
か
い
が

あ
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
メ
イ
ン
の
通

り
に
は
多
く
の
出
店
が
並
び
、
全
員
で
ジ
ュ

ー
ス
と
大
判
焼
き
を
食
べ
ま
し
た
。
皆
さ
ん

甘
い
物
を
食
べ
て
自
然
と
笑
み
が
こ
ぼ
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
も
お
祭
り
の
楽
し
み
の
一

つ
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

特
に
転
ん
だ
り
、
怪
我
す
る
事
も
な
く
帰

っ
て
来
ら
れ
た
の
で
、
良
か
っ
た
で
す
。

長 寿 者 へ の お 祝 い の 品
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TEKISUIKAI KAIHOU      2018 OCTOBER

　
�
10
月
の
行
事

　

滴
翠
会
秋
季
大
運
動
会　
　
　

10
月
４
日

　

み
ど
り
会
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン　

10
月
12
日

　

健
康
診
断　
　
　
　
　
　
　
　

10
月
16
日

　

総
合
防
災
訓
練　
　
　
　
　
　

10
月
19
日

　

誕
生
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
月
26
日

　
救
護
施
設
利
用
者
交
流
会

　

救
護
施
設
利
用
者
交
流
会
は
、
県
内
に
あ

る
四
施
設
が
集
ま
り
交
流
を
深
め
な
が
ら
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
る
目
的
で
毎
年
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
今
年
は
九
月
二
十
六
日
に
水
戸
市

に
あ
る
大
学
ボ
ウ
ル
に
て
ボ
ウ
リ
ン
グ
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

各
施
設
の
職
員
・
利
用
者
が
一
チ
ー
ム

四
・
五
名
に
振
り
分
け
ら
れ
、
全
十
チ
ー
ム

で
対
決
し
ま
し
た
。
初
対
面
の
方
ば
か
り
だ

っ
た
た
め
初
め
は
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、

「
ボ
ウ
リ
ン
グ
は
何
十
年
ぶ
り
だ
よ
。」「
難

し
い
ね
。」
な
ど
と
会
話
を
し
な
が
ら
最
後

に
は
ス
ペ
ア
や
ス
ト
ラ
イ
ク
を
出
し
ハ
イ
タ

ッ
チ
を
す
る
ま
で
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

一
位
か
ら
三
位
の
チ
ー
ム
に
は
景
品
が
出

さ
れ
、
そ
の
他
の
皆
さ
ん
も
参
加
賞
を
頂
き
、

体
を
十
分
に
動
か
し
他
施
設
の
方
と
笑
顔
で

ふ
れ
合
う
こ
と
が
で
き
、
充
実
し
た
一
日
を

過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
長
寿
の
お
祝
い
を
受
け
た
方

　

○
古
希
（
七
十
歳
）

　
　

蛭
田 

様　
　

青
柳 

様　
　

上
坂 

様

　

○
喜
寿
（
七
十
七
歳
）

　
　

赤
岩 

様　
　

国
藤 

様

　

○
傘
寿
（
八
十
歳
）

　
　

吉
井 

様

　
�
職
員
研
修
・
会
議

　

発
達
障
害
研
修　
　
　
　
　
　

９
月
11
日

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
修　
　

９
月
12
日

　

コ
ー
チ
ン
グ
ス
キ
ル
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
月
25
日
～
26
日

※
訂
正　

９
月
号
の
５
ペ
ー
ジ
「
９
月
の
行
事
予

　

定
」
を
８
月
の
行
事
予
定
と
記
載
し
て
し
ま
い

　

ま
し
た
。

茨 城 県 救 護 施 設 交 流 会



滴　翠　会　会　報　　平成30年10月号 第334号

（6）

◦
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

明め
い

翠す
い

苑え
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
ノ
木
一
一
四
八
一
―
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九
―
二
三
―
九
六
二
〇

　
滴
翠
会
秋
季
大
運
動
会

　

10
月
４
日
（
木
）
隣
の
慈
翠
舘
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
て
各
施
設
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
「
第

三
十
二
回
滴
翠
会
秋
季
大
運
動
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
明
翠
苑
の
皆
さ
ん
も
参
加
さ
れ
、

紅
チ
ー
ム
・
白
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
競
い
合

い
ま
し
た
。
競
技
は
、
個
人
種
目
の
「
魚
つ

り
競
争
」「
遠
く
へ
飛
ば
そ
う
」「
パ
ン
食
い

競
争
」
団
体
競
技
「
紅
白
玉
入
れ
」「
ク
ス

玉
割
り
」
が
行
わ
れ
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

　

競
技
中
同
じ
組
の
利
用
者
の
方
か
ら
「
頑

張
れ
」「
あ
と
少
し
」「
最
後
ま
で
」
な
ど
と

応
援
が
聞
か
れ
団
結
力
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
結
果
発
表
で
は
、
接
戦
の
末
紅
組
が
勝

ち
ま
し
た
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
元
気
に
参

加
さ
れ
職
員
一
同
利
用
者
の
元
気
な
姿
に
驚

か
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
皆
さ
ん
怪
我
な
く
運
動
会
が
無
事

終
了
い
た
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で

し
た
。

　
彼
岸
法
要

　

９
月
21
日
（
金
）
明
翠
苑
と
華
翠
会
舘
ご

利
用
の
皆
様
と
職
員
が
参
列
し
、
彼
岸
法
要

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

華
翠
会
舘
ホ
ー
ル
に
祭
壇
が
設
け
ら
れ
、

明
翠
苑
在
籍
中
に
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た

方
々
の
位
牌
が
安
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ご
導
師
様
に
よ
る
法
話
・
読
経

の
あ
と
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
と
職
員
に
よ
っ

て
焼
香
が
行
わ
れ
、
祭
壇
に
向
か
っ
て
手
を

合
わ
せ
、
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方
の
ご
冥

福
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

　

９
月
号
記
事
の
訂
正

　

９
月
号
の
記
事
「
長
寿
者
の
紹
介
」
で
利

用
者
様
の
お
名
前
が
抜
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

○
海
老
澤 

様
（
九
十
八
歳
）

　

関
係
す
る
皆
さ
ま
に
対
し
、
お
詫
び
申
し

上
げ
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

滴 翠 会 秋 季 大 運 動 会 　 魚 釣 り 競 走
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明翠苑ニュース
（９月分）

面　会　　　　89件　延141名来苑
外　出　　　　２件　外泊０件
ショートステイ　７名　延41日利用
ボランティア
　北浦団地ボランティア　２名１日来苑
　理美容ボランティア　１名１日来苑

明翠苑の「日常あ・れ・こ・れ」

慰　霊　祭

　今回は、慰霊祭について紹介した
いと思います。
　慰霊祭は、明翠苑創立の昭和56年
から63年まで、毎年11月に開催され
ていた「感謝祭」の中で行なわれて
いました。平成５年からは春の「ぼ
たんまつり」と合わせて、ご遺族を
招待して行なわれてきました。
　会場には花で飾られた祭壇が設け
られ、明翠苑在籍中にお亡くなりに
なった方のお位牌が安置され、ご導
師による読経・法話、ご遺族、利用
者、職員による焼香を行ない、最後
は祭壇を背に記念撮影をしていまし
た。毎年、回忌にあたるご遺族等、
20世帯ほどの方が参列して下さって
いました。
　平成19年からは、明翠苑の利用者
と職員、そしてご導師をお招きして
毎年10月に慰霊祭を行なっておりま
す。
　平成28年は、社会福祉法人滴翠会
が創立40周年を迎えたことを記念し
て、ご遺族様を招待して３施設合同
の慰霊祭を行いました。
　毎年慰霊祭を行うたびに、これま
でご利用されお亡くなりになられた
方々を思い出します。
　今年も10月に利用者・職員で慰霊
祭を予定しております。

ふぁみりー通信

９月の出来事

９月３日　座談会が行われ、今月の
　予定などをお伝えしました。また、
　施設長より「体調を崩される方も
　いるので、体調が悪い時は遠慮せ
　ず伝えてください」とお話があり
　ました。
９月６日　滴翠苑の「長寿祝いの日」
　にご招待を受け、利用者２名・職
　員３名が参加しました。
９月12日　ふらんす亭喫茶を実施し
　一番人気は「芋ようかん」でした。
　皆さん美味しいと喜ばれていました。
９月13日　慈翠舘の「敬老祝賀会」
　が行われ、利用者２名・職員３名
　参加されました。
９月24日　ふらんす亭食事を行い、
　ピリ辛そぼろ丼セット、鮭のちゃ
　んちゃん焼き定食、サンドウィッ
　チセット、きのこスパゲティセッ
　トの中から選んで召し上がってい
　ただきました。一番人気は、鮭の
　ちゃんちゃん焼き定食でした。
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◦
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

華か

翠す
い

会か
い

舘か
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
ノ
木
一
一
四
八
〇

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九
―
二
三
―
八
二
〇
〇

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

９
月
11
日（
火
）

９
月
21
日（
金
）

９
月
４
日（
火
）

９
月
14
日（
金
）

利用者数　　　11名（男１名　女10名）
レクリエーション　色当てゲーム

　今日のゲームは「色当てゲーム」です。
黒板に貼った色紙を、数秒間見てもらい
隠します。少し時間をおいて、黒板に貼
ってあった色と同じ色紙を選んでもらう
ゲームを行いました。貼ってある枚数が
１・２枚の時は、皆さんかんたんに答え
ていました。枚数が３・４枚になり、歌
を歌ったあとに答えてもらうなど、難し
くなってくると苦戦していましたが、頭
の体操になったと皆さん喜んでいました。

利用者数　　　10名（男５名　女５名）
レクリエーション　輪投げ

　今日のゲームは輪投げです。
輪をうける方には点数が書いて
あり、５回投げて取った点数で
競います。皆さん、小さい頃に
輪投げをしたことを思い出しな
がら、楽しんでいました。点数
が高いところをねらって投げる
方、低い点数でも確実に入れて
点数を取る方、それぞれ頑張っ
て点数を取っていました。

利用者数　　　10名（男１名　女９名）
レクリエーション　楽器演奏

　今日は、楽器の演奏を行いました。楽
曲は「かえるの歌」です。大太鼓・小太
鼓・和太鼓・木琴・トライアングルのパ
ートに分れ、楽譜を見ながら職員と何度
も練習しました。パートごとに演奏をす
るとあまり間違わずに演奏することがで
きますが、全部の楽器がそろっての演奏
になると、他の楽器につられてしまい苦
労していました。ですが、最後にはなん
とか合わせることができました。

利用者数　　　12名（男４名　女８名）
レクリエーション　工作「ふくろう」

　今日は、「ふくろう」作りを行い
ました。トイレットペーパーの芯
に、自分で選んだ色の折り紙を貼
り、上部を折り曲げてふくろうの耳
を作ります。その上に、羽や目を付
けて出来上がりです。それぞれ、色
が違ったり羽の貼り方が違ったり
と、個性あふれる「ふくろう」が出
来上がりました。家に飾ろうという
声がたくさん聞こえてきました。

楽 　 器 　 演 　 奏
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明
翠
苑
居
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

石
岡
市
半
ノ
木
一
一
四
八
一
―
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九
―
二
三
―
九
六
三
四

　
外
出
や
買
物
の
支
援
に
つ
い
て

　

加
齢
や
身
体
的
な
条
件
の
変
化
に
伴
い
、

自
動
車
運
転
免
許
証
を
返
納
さ
れ
不
便
を
感

じ
て
お
ら
れ
る
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
外
出
支
援
な
ど
の
方
策
に
つ
い
て
実

例
を
交
え
な
が
ら
ご
説
明
さ
せ
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

①
在
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
社
会
福
祉

協
議
会
）

　

移
送
サ
ー
ビ
ス
…
…
医
療
機
関
へ
の
移
送

介
助
を
行
い
ま
す
。
利
用
に
際
し
て
は
あ
ら

か
じ
め
登
録
申
請
を
行
い
、
三
十
分
三
百
円
、

六
十
分
六
百
円
の
回
数
券
を
購
入
。
利
用
す

る
日
時
の
打
合
せ
等
を
行
い
、
サ
ー
ビ
ス
開

始
と
な
り
ま
す
。
距
離
に
応
じ
て
実
費
負
担

も
発
生
し
ま
す
。

　

②
乗
り
合
い
タ
ウ
ン
メ
イ
ト
（
社
会
福
祉

協
議
会
）

　

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
社
会
福
祉
協
議
会
の
窓
口
に
て
登
録
を

行
い
ま
す
。
窓
口
に
て
詳
し
い
利
用
方
法
が

記
載
さ
れ
た
手
引
き
書
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
利
用
日
の
５
日
前
か
ら
予
約
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
市
内
を
時
刻
表
に
応

じ
て
巡
回
を
し
て
い
て
、
適
合
す
る
時
間
帯

の
車
両
に
乗
車
し
希
望
場
所
へ
外
出
し
ま
す
。

石
岡
地
区
・
八
郷
地
区
を
ま
た
い
だ
利
用
も

可
能
で
、
市
外
で
も
一
部
病
院
や
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
へ
の
送
迎
も
可
能
で
す
。
利
用
料
金

は
三
百
円
～
五
百
円
で
す
。
一
時
間
ご
と
に

運
行
し
て
い
ま
す
の
で
、
待
ち
時
間
も
比
較

的
短
く
て
済
み
ま
す
。

　

③
病
院
の
行
う
送
迎
サ
ー
ビ
ス

　

病
院
に
よ
っ
て
は
受
診
日
に
応
じ
て
送
迎

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
無
料
の
と

こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
で
す
の
で
、
安
心
し
て
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

④
在
宅
サ
ー
ビ
ス

　

ス
ー
パ
ー
な
ど
の
発
行
す
る
商
品
広
告
を

見
て
注
文
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。
食

料
品
・
生
活
雑
貨
・
家
電
用
品
な
ど
多
岐
に

渡
り
ま
す
。
他
に
は
、
先
に
述
べ
た
社
協
の

在
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
中
に
、
生
活
必

需
品
等
の
買
物
代
行
が
あ
り
ま
す
。
訪
問
介

護
サ
ー
ビ
ス
で
も
対
応
可
能
で
す
。

　

⑤
そ
の
他

　

民
間
業
者
が
行
う
移
動
販
売
が
あ
り
ま
す
。

県
内
の
ス
ー
パ
ー
に
移
動
販
売
部
門
が
あ
り
、

地
方
自
治
体
の
委
託
に
よ
り
行
う
事
業
で
す
。

す
で
に
実
施
し
て
い
る
自
治
体
が
存
在
し
ま

す
。

　

福
祉
車
両
貸
し
出
し
事
業
…
…
社
協
の
窓

口
に
て
車
椅
子
ご
と
乗
車
可
能
な
車
両
を
借

り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー　

岡
野　
　

貴



今月のことば 40

雲
晴
れ
て
峯
に
か
が
や
く
秋
の
月

社会福祉法人　滴　翠　会 http://tekisuikai.or.jp/

養 護 老 人 ホ ー ム　  滴 　 　 翠 　 　 苑
救 　 護 　 施 　 設　  慈 　 　 翠 　 　 舘
特 別 養 護 老 人 ホ ー ム　  明 　 　 翠 　 　 苑
ユニット型特別養護老人ホーム　  明 　 　 翠 　 　 苑
シ ョ ー ト ス テ ィ 施 設　  明 　 　 翠 　 　 苑
独立型デイサービスセンター　  華　　翠　　会　　舘
明 翠 苑 居 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー

ご利用をお待ちしています

医 　 療 　 法 　 人 　 高 　 木 　 医 　 院
宗 教 法 人 時 宗 華 園 寺
社会福祉法人滴翠会退職職員後援会翠進会

職員募集中　詳しくはホームページ又は施設へご連絡下さい
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☆鮭の幽庵焼き　　　　　　　（一人前120kcal 塩分1.2g）

　香り高い柚子を使った焼き魚です。鮭の他にもブリや鯖等
でもおいしくいただけます。

●材　料（４切分）
　鮭の切り身 4切／塩 少々
Ⓐ（正油 大さじ2／みりん 大さじ1／酒 大さじ1／柚子 1個

●作り方
① 鮭の切り身に塩少々をふり30分程度置き、キッチンペーパー
　 で軽くふく。
② Ⓐのたれと輪切りにした柚子をビニール袋に入れ、鮭を入れ
　 １時間程つけ込む。
③ 鮭をグリルで焼いて完成です。
※付け合せはきのこのソテー等いかがでしょうか。

慈翠舘　栄養士　廣瀬　聡子


